







































to be consigned to Owners' agents at port of loading and port of 



















































































































































(注3) 1港湾運送と港湾管理の基礎理論Jp. 50"'51 
(注4) 1港湾運送と港湾管理の基礎理論Jp. 51 
(注 5)同書 p.52 
(注6)同書 p. 54~55 ， p. 56 
(注 7)同書 p.52~53 
(注 8)同書 p.53 


























































































経 営 と 経 済
す び
以上指摘したように，これらのととは統一性理論が強力な理論であるにし
ても，現在その単一根拠論ですべてを指導し得るものではない乙とを示して
いる。即ち，海上運送に関して r運送人ハ自己若クハ運送取扱人又ハ其使
用人其他運送ノ為メ使用シタル者」の行為を r自己の行為による場合と，
その履行補助者の行為による場合を間わず」と断定してしまっていると乙ろ
に，基本的なズレが生じていると考える。乙れは前l乙述べたように，海上運
送契約と表裏の関係にある運賃分析を通じて，別の角度からあらためて論じ
てみたい。
なお， r現在，その単一根拠論ですべてを指導し得るものではないことを
示している」と述べたが，その「現在」という乙とについては，輸送につい
ての考え方の傾向，及び、それについての理論乃至法制が変化しつつあると見
るためであって，乙れも稿をあらためて論ずる乙ととするが，すべてを統一
性理論で解釈するととは時期尚早と考えているととを付記する。
